
で
正
式
発
足
し
た
が
、
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
川
名
で

３

あ
る
事
か
ら
先
行
き
不
安

感
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。

愛
知
県
板
で
は
加
入
割
当

数
の
内
ま
だ
記
名
不
足
し

て
い
る
。
年
金
基
金
の
将

来
を
見
越
し
た
安
定
運
営

の
た
め
、
又
何
よ
り
も
組

合
員
各
位
が
ゆ
と
り
の
あ

る
老
後
の
生
活
を
満
た
す

た
め
、
今
一
度
将
来
的
観

点
に
立
っ
て
再
考
さ
れ
加

入
さ
れ
る
事
を
要
望
し
た

い
０

次
に
全
板
国
保
の
保
険

料
が
４
月
分
か
ら
値
上
げ

さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
給
付

等
も
改
定
さ
れ
た
。
昨
年

に
比
べ
一
般
歪
療
費
・
高

額
医
療
費
・
老
人
医
療
費

が
叩
％
近
い
高
謄
で
、
予

想
以
上
の
伸
び
が
値
上
げ

の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

以
下
議
題
の
要
点
は
次
の

通
り
。
議
題

①
活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン

調
査
事
業

調
査
結
果
及
び
指
針
は
製

愛 板 第２６０号

１
１

平
成
３
年
度
第
４
半
期

も
大
詰
を
迎
え
た
愛
知
県

板
は
、
３
月
娼
日
午
後
３

時
よ
り
県
板
会
館
３
階
会

議
室
に
て
理
事
各
位
の
出

席
を
求
め
、
第
４
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

午
後
２
時
よ
り
開
か
れ
た

常
務
理
事
会
に
続
き
理
事

会
の
冒
頭
に
平
野
理
事
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
全
板
連

の
動
向
と
愛
知
県
板
近
況
、

バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
景
気

後
退
に
対
処
す
る
努
力
に

英
知
を
出
し
合
お
う
と
話

さ
れ
た
。
続
い
て
議
題
に

移
り
、
昨
年
９
月
よ
り
進

め
て
い
た
第
一
一
次
活
路
調

査
事
業
が
終
り
調
査
結
果

と
指
針
等
は
製
本
に
至
る

段
階
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
又
４
年
度
に
は

こ
の
指
針
を
た
た
き
台
に

し
て
研
修
会
・
討
論
会
が

計
画
さ
れ
る
事
に
な
る
。

加
入
人
数
不
足
の
た
め
伸

び
伸
び
に
な
っ
て
い
た
全

板
国
民
年
金
基
金
が
２
月

１
日
厚
生
大
臣
よ
り
設
立

認
可
さ
れ
、
同
意
者
職
名

貝
の
方
々
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
』

躯
才
の
平
瀬
君
の
入
賞

で
青
年
部
の
若
手
は
勿
論

中
堅
さ
ら
に
は
ベ
テ
ラ
ン

の
方
々
に
も
頑
張
っ
て
頂

き
、
競
技
大
会
だ
け
で
な

く
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て

３
Ｋ
と
言
わ
れ
て
い
る
職

場
で
は
あ
る
が
、
こ
ん
な

に
頑
張
っ
て
い
る
若
手
が

板
金
組
合
に
も
い
る
ん
だ

と
言
う
こ
と
を
広
め
、
少

し
で
も
若
い
人
が
入
っ
て

来
る
職
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
切
に
望
み
ま
す
。

又
、
平
瀬
君
の
故
郷
の
高

山
市
の
地
元
の
新
聞
・
飛

騨
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
３
月
１

日
付
１
面
記
事
と
し
て
、

〃
全
国
板
金
技
能
競
技
大

会
優
勝
・
飛
騨
の
匠
の
技
…

と
高
く
賞
賛
の
声
″
と
、

新
聞
に
も
載
り
故
郷
に
錦

を
飾
ら
れ
ま
し
た
。

高
柳
氏
の
言
葉
の
様
に

本
人
の
努
力
、
ま
わ
り
の

人
達
の
協
力
に
よ
っ
て
得

た
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
精
進
を
重
ね

て
、
１
級
技
能
士
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
立
派
な
技

能
士
に
成
長
し
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、
佐
賀
県
で
行
な
わ

れ
る
全
国
板
金
業
者
大
会

に
於
て
〔
５
月
辿
日
〕

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

岡
崎
中
村

，
ｈ
ｊ
卜
！

(1)平成４年４月１５日

第
４
回

｜
理
事
会
開
催
／

本
後
配
布
の
予
定
。

②
国
民
年
金
基
金

平
成
４
年
２
月
１
日
設
立

認
可
愛
知
県
板
目
標
加
入
者
数

一
四
七
人

３
月
Ⅲ
日
現
在
加
入
者
数

一
二
四
人

″
目
標
残
数

二
三
人

加
入
申
込
書
に
不
備
の
な

い
人
に
は
加
入
証
書
が
直

接
本
人
に
送
付
さ
れ
る
。

今
後
の
事
務
処
理
は
年
金

基
金
事
務
局
が
直
接
行
う

事
と
な
り
ま
す
。

一
、
基
金
の
名
称

全
国
板
金
業
国
民
年
金

基
金

一
、
事
務
所
所
在
地

〒
皿
東
京
都
港
区
三
田

一
’
三
’
三
七

板
金
会
館
内

Ⅲ
冊
ｌ
岬
ｌ
蜘

一
、
職
員
津
田
浩
一
一
一

③
全
板
国
保
保
険
料値
上
げ

医
療
費
高
謄
に
伴
い
４
月

分
よ
り
値
上
げ
。

組
合
員
一
ヶ
月

一
二
、
三
○
○
円

家
族
一
ケ
月

三
、
九
○
○
円

Ｉ

平
瀬
ｆ
樹
君

労
働
大
臣
告
貝
受
告
貝

’

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

い
大
臣
賞
を
受
賞
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
偏

え
に
青
年
部
の
皆
さ
ん
そ

し
て
組
合
員
の
方
々
の
ひ

と
か
た
な
ら
ぬ
応
援
に
よ

る
も
の
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
藤
川
町
の
杉

浦
さ
ん
に
は
道
具
の
直
し

方
か
ら
道
具
の
使
い
方
・

ハ
ン
ダ
付
け
に
至
る
ま
で

夜
遅
く
ま
で
ご
指
導
を
頂

き
、
紙
面
を
借
り
て
厚
く

感
謝
致
し
ま
す
。

本
人
は
ま
だ
若
輩
者
で
も

あ
り
技
能
も
さ
し
て
素
晴

ら
し
い
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
技
能
愛
知
の
ご

指
導
を
な
ん
と
か
受
け
入

れ
又
、
地
元
と
い
う
強
み

の
な
か
運
良
く
そ
れ
を
大

会
で
発
揮
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
大
会
ま

で
の
毎
日
の
練
習
も
時
間

を
決
め
コ
ッ
コ
ッ
と
や
っ

た
本
人
の
努
力
も
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

か
り
出
し
．
丸
め
・
ハ
ン

ダ
付
け
、
ど
の
工
法
も
本

人
に
と
っ
て
訓
練
校
で
習

っ
た
以
上
に
努
力
し
て
学

ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
で
も
や
れ
ば
出
来

る
と
思
い
ま
す
。
青
年
部

の
若
い
層
の
方
々
も
大
い

に
発
奮
し
て
努
力
し
て
下

さ
い
。
き
っ
と
良
い
結
果

が
出
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

組
合
そ
し
て
青
年
部
の
役

従
業
員
一
ヶ
月

一
一
、
二
○
○
円

家
族
一
ケ
月

三
、
九
○
○
円

詳
細
は
、

平
成
４
年
３
月
巧
日
付

板
金
新
聞
に
登
載

④
全
板
連
賦
課
金
値
上
げ

全
板
連
賦
課
金
一
ケ
月
Ⅲ

円
値
上
げ
に
付
、
愛
知
県

板
で
は
年
間
Ⅲ
万
円
余
り

支
出
増
加
と
な
る
が
、
当

面
は
愛
板
共
済
の
手
数
料

で
充
当
し
、
県
板
賦
課
金

の
値
上
げ
は
先
送
り
す
る

予
定
。
そ
れ
に
伴
い
全
組

合
員
の
公
平
を
期
す
る
た

め
、
愛
板
共
済
に
未
加
入

の
組
合
員
は
一
口
以
上
必

ず
加
入
さ
れ
る
事
を
考
慮

さ
れ
た
い
。

⑤
第
必
回
全
板
大
会

佐
賀
県
立
体
育
館

平
成
４
年
５
月
ｕ
日
、
愛

知
県
板
よ
り
鉛
名
参
加
の

予
定
⑥
技
能
検
定

検
定
日
７
月
岨
日

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

⑦
広
報
・
技
術
研
究
・
総

務
・
経
営
対
策
の
各
委
員

長
よ
り
現
況
や
次
期
に
向

け
た
説
明
・
要
望
が
さ
れ

組
合
事
業
へ
の
理
解
を
願

っ
た
。

③
総
代
会

５
月
羽
日
圏

愛
知
県
産
業
貿
易
会
館以
上

午
後
５
時
散
会

愛知県
板金工業組合

去
る
２
月
８
．
９
の
両

日
、
岡
崎
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第

必
回
全
板
連
青
年
部
全
国

技
能
競
技
大
会
に
於
て
、

平
瀬
秀
樹
君
（
岡
崎
）
が

見
事
第
１
位
に
な
り
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
平
瀬
君
は
、
岐
阜
県

高
山
市
桐
生
町
の
出
身
で

平
瀬
板
金
の
息
子
さ
ん
。

現
在
修
行
の
た
め
岡
崎
市

の
㈲
高
柳
板
金
工
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
大
会
に
は
２
級
技
能
士

な
が
ら
愛
知
県
大
会
で
上

位
入
賞
し
、
全
国
大
会
に

コ
マ
を
進
め
見
事
姫
点
満

点
の
畑
点
を
獲
得
。
川
上

氏
（
建
設
省
）
・
薩
原
氏

（
愛
知
県
住
宅
管
理
課
）

平
野
理
事
長
・
安
本
氏
（
労

働
省
）
富
田
氏
（
中
央
職

業
能
力
開
発
協
会
）
勝
又

部
長
ら
の
厳
正
な
審
査
・

水
試
験
（
課
題
が
花
器
の

一
輪
挿
し
）
も
ク
リ
ア
ー

し
て
、
記
名
の
な
か
た
だ

一
人
Ⅷ
点
台
を
記
録
し
最

年
少
な
が
ら
優
勝
を
獲
得

し
ま
し
た
。
ま
た
平
瀬
君

の
親
方
高
柳
一
男
氏
よ
り

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
の
で

こ
こ
に
記
載
し
ま
す
。

『
今
回
の
第
必
回
大
会

に
於
て
、
当
社
の
従
業
員

の
平
瀬
が
最
年
少
に
も
か

か
わ
ら
ず
思
っ
て
も
み
な
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こ
へ
行
っ
て
も
水
道
が
引

か
れ
て
い
て
蛇
口
を
捻
れ

ば
飲
む
こ
と
の
で
き
る
水

が
出
て
く
る
。
が
、
外
国

で
は
日
本
ほ
ど
良
質
の
水

は
出
て
こ
な
い
。

名
古
屋
に
水
道
が
引
か

れ
た
の
は
明
治
甥
年
か
ら

工
事
が
始
ま
り
大
正
３
年

９
月
か
ら
給
水
が
開
始
さ

れ
た
帥
年
位
の
歴
史
し
か

な
い
。
そ
れ
ま
で
は
ど
こ

も
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
た
。

名
古
屋
か
ら
南
へ
妬
血

延
び
る
知
多
半
島
も
、
愛

知
用
水
が
丁
度
釦
年
前
の

昭
和
師
年
（
恥
）
５
月
か

ら
通
水
し
て
Ⅳ
の
市
町
の

上
水
道
と
農
業
用
水
又
工

業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、

こ
の
愛
知
用
水
に
よ
り
雨

水
に
頼
っ
て
い
た
篠
島
や

日
間
賀
島
に
も
木
曽
川
の

水
が
上
水
道
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

東
海
地
方
は
水
資
源
賦

存
量
が
北
陸
地
方
に
次
い

で
豊
か
で
、
首
都
圏
や
近

畿
地
方
よ
り
ず
－
つ
と
豊

か
で
あ
る
。
濃
尾
平
野
に

は
木
曽
三
川
が
あ
る
し
地

下
水
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
井
戸
は
い
い
水
を

汲
み
上
げ
て
い
た
。
し
か

し
汲
み
過
ぎ
に
よ
る
地
盤

沈
下
が
起
き
、
規
制
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
金
を
浪
費
す
る
時
、

「
お
金
を
湯
水
の
よ
う
に

使
う
」
と
表
現
す
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
表
現
は
水

今
回
を
も
っ
て
「
雨
・

屋
根
・
水
」
を
考
え
る
は

終
了
と
し
ま
す
。
鷲
見
収

『
仲
間
が
次
々
に
死
ん

で
一
人
き
り
に
な
っ
て
か

ら
大
き
な
ス
コ
ー
ル
が
来

た
。
皆
の
分
ま
で
思
い
切

り
飲
ん
で
や
ろ
う
と
、
溜

め
た
水
を
、
こ
れ
は
橋
本

さ
ん
の
分
こ
れ
は
緒
方
さ

ん
の
分
…
と
死
ん
だ
仲
間

を
思
い
な
が
ら
飲
ん
だ
』

日
本
ｌ
グ
ァ
ム
間
の
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
中
、
昨
年
⑫
月

羽
日
転
覆
し
１
月
調
日
に

イ
ギ
リ
ス
船
に
発
見
さ
れ

”
日
ぶ
り
に
奇
跡
的
に
救

「
雨
。
屋
根
・
水
」
を
考
え
る

最
終
回
ｌ
水
Ｉ

東山圃力物園の下に進ら才しる雨水X周皇避也「東山レイントンネル」の完成予想図

今
や
都
市
公
害
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ゴ
ミ

の
処
分
場
の
下
に
も
汚
染

さ
れ
た
水
が
流
れ
て
来
て

問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

名
古
屋
の
水
道
の
水
は

今
の
所
ま
だ
う
ま
い
が
、

い
つ
ま
で
旨
い
水
が
飲
め

る
だ
ろ
う
か
。
木
曽
川
が

汚
れ
消
毒
の
た
め
多
量
の

薬
品
を
使
っ
て
ま
ず
い
水

に
な
る
日
が
い
つ
か
来
る

よ
う
に
思
う
。

水
を
汚
さ
ず
大
切
に
使

い
た
い
◎

助
さ
れ
た
「
た
か
号
」
の

乗
組
員
佐
野
三
治
さ
ん
の

記
者
会
見
の
言
葉
で
あ
る
。

転
覆
し
た
「
た
か
号
」
の

救
命
イ
カ
ダ
に
は
８
人
の

３
日
分
（
だ
食
）
の
非
常

食
と
水
川
“
入
り
の
タ
ン

ク
８
本
が
積
ん
で
あ
っ
た

が
転
覆
の
際
流
さ
れ
て
し

ま
い
９
食
し
か
残
ら
な
か

っ
た
。
一
人
３
日
分
の
食

料
で
６
人
が
イ
カ
ダ
に
残

っ
た
。
漂
流
９
日
目
で
食

料
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
も
水
も

(12）

は
幾
ら
で
も
湧
い
て
き
て

自
由
に
使
う
事
が
で
き
る

と
い
う
意
味
か
ら
使
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
近
年
の
水
事
情
は
ど
う

で
あ
ろ
う
、
毎
年
夏
に
な

る
と
節
水
を
強
い
ら
れ
る
。

今
年
の
冬
も
暖
冬
で
終
わ

っ
た
し
今
か
ら
夏
の
水
不

足
が
心
配
で
あ
る
。

水
道
の
水
不
足
の
解
消

策
と
し
て
は
、
ど
う
し
て

も
ダ
ム
の
建
設
が
必
要
に

な
る
。
最
近
完
成
し
た
ダ

ム
は
恵
那
市
街
地
か
ら
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
式
阿
木
川
ダ
ム

で
昭
和
弱
年
に
着
工
し
、

一
千
六
十
六
億
円
を
か
け

て
完
成
。
愛
知
用
水
の
上

水
道
・
工
業
用
水
の
供
給

を
目
的
に
し
て
い
る
。

ま
た
東
三
河
地
方
の
水
源

と
し
て
豊
川
水
系
大
島
川

に
大
島
ダ
ム
が
計
画
か
ら

旧
年
ぶ
り
に
建
設
さ
れ
る

事
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ

の
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
７

戸
の
民
家
が
水
没
す
る
事

に
な
っ
た
。
こ
の
大
島
ダ

ム
は
皿
億
円
と
６
年
の
歳

月
を
か
け
平
成
９
年
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

こ
の
様
に
ダ
ム
建
設
に

は
地
元
の
住
民
の
犠
牲
と

莫
大
な
建
設
費
に
、
完
成

ま
で
に
は
長
い
工
期
が
必

要
に
な
る
。

今
や
水
は
「
湯
水
の
よ
う

に
使
う
」
と
い
う
よ
う
に

使
い
捨
て
る
一
・
菅
考
え
直

な
く
な
っ
て
し
ま
い
「
カ

モ
メ
や
海
烏
を
捕
ら
え
て

食
べ
た
。
ス
コ
ー
ル
の
雨

水
や
自
分
の
尿
を
飲
ん
で

渇
き
を
い
や
し
た
」
と
も

語
っ
て
い
る
。

救
助
さ
れ
た
時
佐
野
さ
ん

は
脱
水
症
状
が
ひ
ど
く
貧

栄
養
失
調
症
で
危
険
な
状

態
で
あ
っ
た
。

脱
水
症
状
が
ひ
ど
く
な
る

と
精
神
障
害
を
起
こ
し
、

幻
覚
症
状
な
ど
が
で
た
り

症
肇
を
起
こ
し
強
い
て
は

死
に
至
ら
し
め
る
。

水
は
人
間
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
飲
物
で

あ
る
。
今
の
日
本
で
は
ど

第２６０号

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
。

こ
の
と
こ
ろ
長
良
川

河
口
堰
の
建
設
是
非
が

新
聞
を
賑
わ
し
て
い
る

が
、
こ
の
ダ
ム
も
近
隣

の
上
水
道
や
中
部
国
際

新
空
港
の
水
源
に
利
用

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
な
る
こ
と
か
。

こ
れ
か
ら
は
「
雨
・

屋
根
・
水
」
を
考
え
る

の
、
２
１
６
回
ま
で
に

書
い
て
き
た
よ
う
な
施

設
を
民
間
の
建
物
に
も

多
く
取
り
入
れ
て
水
の

リ
サ
イ
ク
ル
も
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

少
し
前
ま
で
溜
め
池
は

農
業
用
水
の
た
め
で
あ

っ
た
、
し
か
し
今
で
は
都

市
水
害
の
浸
水
対
策
と
し

て
街
の
中
に
溜
め
池
が
作

ら
れ
て
い
る
現
在
建
設
中

の
施
設
は
、
名
古
屋
東
山

動
物
園
の
地
下
に
肥
億
円

を
か
け
て
Ｕ
字
形
の
雨
水

調
整
池
が
平
成
５
年
に
完

成
の
予
定
で
工
事
中
で
あ

る
。
し
か
し
一
時
的
に
溜

め
る
だ
け
で
、
使
わ
れ
る

事
な
く
山
崎
川
に
流
さ
れ

る
。
漁
過
す
る
こ
と
で
何

か
に
使
う
事
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
？

名
水
と
い
わ
れ
た
湧
き

水
も
最
近
は
枯
れ
上
が
っ

た
り
汚
染
さ
れ
て
飲
め
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

ア
ブ
０



Ⅲ
ｌ
ｕ
ｌ
吃
一
旧
一
Ｍ
｜
陥
一
Ⅳ
一
喝
一
旭

愛 板 第２６０号

必要と認めた期1ｍ

暖式踊9号(露１７条関係)

鯉外身：に関する協定書
就
業
規
則
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
色
々
な
条
項

や
条
件
な
ど
が
あ
る
の
で

慎
重
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〃
参
考
と
し
て
〃

その他』､各号に準じ会辻が必要と
認めたとき

労
務
管
理

日

〔
そ
の
３
〕

2０１１２０

２０

あ
る
場
合
は
、
従
業
員
に

対
し
就
業
場
所
若
し
く
は

従
事
す
る
職
務
の
変
更
又

は
出
向
を
命
ず
る
こ
と
が

あ
る
。

〈
休
職
〉

第
塑
条
従
業
員
は
次
の

各
号
の
一
に
該
当
し
た
場

合
は
休
職
と
す
る
。

①
業
務
外
の
傷
病
に
よ
り

欠
勤
○
か
月
以
上
に
わ
た

る
場
合
。

②
前
条
の
規
定
に
よ
り
出

向
し
た
場
合
。

③
地
方
公
共
団
体
の
議
員

等
の
公
職
に
つ
き
、
労
務

の
正
常
な
提
供
が
行
え
な

い
場
合
。

④
前
各
号
の
他
特
別
の
事

情
が
あ
っ
て
休
職
さ
せ
る

事
が
必
要
と
認
め
た
場
△
見

〈
復
職
〉

第
妬
条
休
職
の
理
由
が

消
滅
し
た
時
は
、
旧
職
務

に
復
職
さ
せ
る
こ
と
と
す

る
。
但
し
、
止
む
を
得
な

い
事
情
の
あ
る
場
合
に
は

旧
職
務
と
異
な
る
職
務
に

配
置
す
る
事
が
あ
る
。

第
四
章
服
務
規
律

第
一
節
服
務
心
得

〈
服
務
の
基
本
原
則
〉

第
記
条
従
業
員
は
こ
の

規
則
に
定
め
る
も
の
の
他

業
務
上
の
指
擢
命
令
に
従

い
、
自
己
の
業
務
に
専
念

し
作
業
能
率
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
互
い
に

協
力
し
て
職
場
の
秩
序
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
づ
く
沼
津

米参考として付与日数は協議の上決定すること

三
六
協
定
の
締
結

三
六
協
定
が
必
要
な
の
は

法
定
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
る
場
合
（
時
間

外
労
働
）
及
び
法
定
休
日

に
労
働
さ
せ
る
場
合
（
体

②
特
別
休
暇
の
取
得
者
に

つ
い
て
は
、
１
年
以
上
勤

務
し
帥
％
以
上
の
者
に
は

有
給
休
暇
の
残
余
を
利
用

す
る
事
が
出
来
る
。
但
し

そ
れ
ら
の
残
余
が
な
い
場

合
は
無
給
扱
い
と
な
る
。

第
三
節
配
置
転
換
・

出
向
・
休
職

第
詔
条
業
務
上
必
要
が

焔疋成立平成1年４月3日風名大山fE没株式会社八丁堀作乗所

協定の当り崎である労働組合の名称又は労働者の過半数を代亥する者の氏名工艮石川次郎、
圏定の当蛎音(労働省の過半数を代麦する旨の場合)の選出方注(挙手による選挙）

平成１年４月5日

中央労働基準監督署長殿便服誉麓斎腰鷲八丁蝿'Ｗ＆
１．「通りのI恋､」の棚には、時間外労働又は休日労働をさせる必鋲のある棄筋を具体的に記入し､労働狸畦第36条ただし書の
他馴上持に有誓紅菜筋について協定をした糊合には､当該文踊を他の菜圃と区別して記入すること。
2.ｉ~､:魁することができる時叫_lの澗の記入に当たっては､次のとおりとすること。

へ(1)「１日｣の例には、労働基準法第３２条から第３２条の5まで又は栗40条の規定により労働させることができる政艮の労嘩＃
妃｜雌剛えて延些することができる時間でめって，１日についての隈嘆となる時間を記入すること。

職’２１姪縛霊感:蝋縦諮職域欝驚鶏ｉ懲鶏識蒜雑¥駿鞭f聯’鏑
'L,l囲月､3簡月､１年零の１日を超える一定の咽M1についての砥災することができる町間のIIi度に側して､その上欄に当該脇
ｲリ定で定められたすべての期間を記入し､当該jWMIの,罰陳日を括弧“し､その下側に､当該期1mに応じ､それぞれ当披jWM1
vについての限度となる時間を記入すること｡

３．「労働させることができる休日並びに始粟及碑蕊の時矧」の欄には、労働基嘩法踊35条の規定による休日であって労働させ
ることができる日並びに当該休日の労働の始業及び終業の時勺｣を記入すること。
４．「明Ⅲ」の欄には、時仙外労働又は休日労働をさせることができる日の脚する期間を記入すること。

、

４日

日
労
型
の
２
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
協
定
は
、
そ
の

事
業
所
に
於
け
る
労
働
者

の
過
半
数
で
組
織
す
る
労

働
組
合
、
そ
の
様
な
組
合

が
な
い
場
合
は
過
半
数
を

代
表
す
る
者
と
締
結
し
、

所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

長
に
届
け
出
る
も
の
と
し

正
・
副
二
部
作
成
し
、
一

部
を
事
業
所
に
保
管
し
て

就
業
規
則
と
共
に
従
業
員

に
閲
覧
出
来
る
様
配
慮
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
様
な
手
続
が
経
た
時

始
め
て
範
囲
内
に
於
て
労

せ
働
さ
せ
る
事
が
出

さ

細
来
る
。

永
く
割
増
賃
金
〉

ゐ
酢
第
旧
条
・
第
吃
条
・

琳
第
喝
条
又
は
、
』
帥

よ趣
坐
条
に
よ
る
時
間
外

”
毛
労
働
・
休
日
労
働

舜
趣
又
は
深
夜
労
働
に

堀
を
嘩
・
”
対
し
て
は
、
賃
金

唾
篭
規
定
の
定
め
る
と

労
る
脚
、
す
の
こ
ろ
に
よ
っ
て
割

は
人
日

舛
孟
墾
増
賃
金
を
支
払
う
。

血
騨
〈
出
張
等
の
勤
務

列
の
と

砺
峰
華
時
間
及
び

粟
ぴ
せ

旅
費
〉

・
媒
麺
窪

癖
拙
侭
埠
地
》
そ
嘩
峰
韻

一
職
錘
社
の
用
務
を
帯
び

諏
華
”
て
事
業
所
外
で
勤

蓋
鮒
務
す
る
場
合
で
、

】
が
並
、

崖
弱
嘩
勤
務
時
間
を
算
定

混
踊
し
が
た
い
時
は
、

．
さ
が
Ｊ

一
岬
牲
岬
需
姻
睦
剛
叡
鑑
識

》
し
た
も
の
と
み
な

(3)平成４年４月１５日

⑤
年
次
有
給
ｒ
Ｌ
の
付
与

日
数
は
加
日
を
限
度
と
す

る
。〈
産
前
・
産
後
休
暇
等
〉

第
喝
条
６
週
間
（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
⑩
週
間
）

以
内
に
出
産
予
定
の
女
子

が
請
求
し
た
場
合
は
、
産

前
の
休
暇
を
与
え
る
。

②
産
後
８
週
間
を
経
過
し

て
い
な
い
女
子
は
就
業
さ

せ
な
い
。
但
し
、
産
後
６

週
間
を
経
過
し
た
女
子
が

就
業
を
請
求
す
る
場
合
に

は
、
医
師
が
認
め
る
業
務

に
就
か
せ
る
事
が
あ
る
。

③
妊
娠
中
の
女
子
が
請
求

し
た
場
合
は
、
軽
易
な
業

務
に
転
換
さ
せ
る
。

④
妊
娠
中
又
は
産
後
１
年

を
経
過
し
な
い
女
子
が
請

求
し
た
場
合
は
、
第
過
条

第
２
項
に
よ
る
時
間
外
労

働
、
第
哩
条
第
２
項
に
よ

る
休
日
労
働
又
は
深
夜
労

働
を
さ
せ
る
事
は
な
い
。

〈
生
理
休
暇
〉

第
旧
条
生
理
日
の
就
業

が
著
し
く
困
難
な
女
子
が

休
暇
を
申
請
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
日
に
つ
い
て
就

業
さ
せ
な
い
。

〈
育
児
時
間
〉

第
別
条
生
後
１
年
未
満

の
乳
児
を
育
て
る
女
子
が

請
求
し
た
場
合
は
、
休
憩

時
間
の
外
に
１
日
２
回
、

す
。但
し
所
属
長
が
予
め
別
段

の
指
示
を
し
た
時
は
こ
の

限
り
で
な
い
。

②
従
業
員
が
業
務
に
よ
り

出
張
す
る
場
合
は
、
別
に

定
め
る
賃
金
規
程
に
よ
り

旅
費
を
支
給
す
る
。

第
二
節
休
暇
等

〈
年
次
有
給
休
暇
〉

第
Ⅳ
条
従
業
員
の
勤
続

年
数
に
応
じ
、
前
年
１
年

間
の
出
勤
日
数
の
８
割
以

上
勤
務
し
た
者
に
対
し
、

次
の
通
り
年
次
有
給
休
暇

を
与
え
る
。

〃
参
考
″
と
し
て
／

労
基
法
改
正
に
よ
り
平
成

６
年
３
月
劃
日
迄
は
最
初

の
付
与
日
数
は
８
日
と
な

る
が
、
平
成
６
年
４
月
１

日
か
ら
は
猶
予
措
置
が
な

く
な
り
叩
日
と
な
り
ま
す

の
で
念
の
た
め
／
、

②
年
次
有
給
休
暇
は
、
従

業
員
が
指
定
し
た
時
期
に

与
え
る
。
但
し
事
業
都
合

に
よ
り
止
む
を
得
な
い
場

合
に
は
他
の
時
期
に
変
更

す
る
こ
と
が
あ
る
。

③
当
該
年
度
に
行
使
し
な

か
っ
た
年
次
有
給
休
暇
は

次
年
度
に
繰
越
す
事
が
出

来
る
。

④
年
次
有
給
休
暇
に
よ
り

休
ん
だ
期
間
に
つ
い
て
は

通
常
の
賃
金
を
支
払
う
。

項、

２

３

４

５

各
々
釦
分
の
育
児
時
間
を

与
え
る
。

〈
公
民
権
公
使
の
時
間
〉

第
幻
条
従
業
員
が
勤
務

時
間
中
に
選
挙
権
の
行
使
、

そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権

利
を
行
使
す
る
た
め
、
予

め
申
し
出
た
場
合
は
そ
れ

に
必
要
な
時
間
を
与
え
る
。

②
前
項
の
申
し
出
が
あ
っ

た
場
合
に
、
権
利
の
行
使

を
防
げ
な
い
限
度
に
於
て

そ
の
時
刻
を
変
更
す
る
事

が
あ
る
。

〈
特
別
休
暇
〉

第
犯
条
従
業
員
が
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
時

は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め
る
日

数
の
特
別
休
暇
を
与
え
る
。

卯渠の儲圃

±氷阻喪粟
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1ヵ月（陣jLl21日〕

日理有
故肘給
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したとき
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別
れ
、
旅
立
ち
、
そ
し

て
出
会
い
。
今
年
も
又
同

じ
事
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

し
か
し
繰
り
返
さ
れ
る
と

言
っ
て
も
感
動
す
る
若
者

達
は
毎
年
新
し
い
人
達
で

あ
る
か
ら
、
春
の
花
と
同

じ
で
見
守
る
我
々
も
同
じ

様
に
毎
年
新
鮮
味
を
感
じ

さ
せ
る
。

人
は
こ
の
世
に
生
を
受

け
て
以
来
幾
つ
か
の
節
目

が
あ
る
。
こ
の
３
月
か
ら

４
月
に
か
け
て
の
節
目
は

人
一
生
の
う
ち
最
も
大
き

な
も
の
の
一
つ
と
思
う
。

ま
し
て
本
人
は
も
と
よ
り

人
の
子
の
親
と
し
て
、
始

め
て
味
わ
う
感
覚
は
何
か

に
つ
け
感
動
・
感
激
も
大

き
い
が
、
心
配
や
寂
し
さ

も
又
格
別
だ
ろ
う
。
我
家

で
も
９
年
前
長
男
を
神
奈

川
県
の
大
学
へ
送
り
出
し

た
時
の
心
境
を
思
い
出
す
。

今
春
私
の
甥
姪
ら
４
人
が

あ
る
子
は
高
校
で
学
業
を

終
り
、
次
男
坊
の
甥
は
専

門
教
育
を
目
指
し
、
一
人

っ
子
の
姪
は
南
山
大
学
の

４
年
間
に
別
れ
を
告
げ
そ

れ
ぞ
れ
巣
立
っ
て
行
っ
た
。

今
年
社
会
人
の
仲
間
入
り

す
る
若
人
達
に
初
心
を
忘

れ
な
い
様
努
力
を
願
う
。

三
月
二
十
七
日
鎧
曇

二
六
○
号
編
集
会
議

委
員
六
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

不
景
気
風
が
肌
身
に
染

み
る
今
日
、
異
常
気
象
の

い
た
ず
ら
か
一
足
早
い
春

の
訪
れ
、
所
に
よ
っ
て
は

桜
の
花
が
満
開
と
か
。
又

昨
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
な

行
楽
日
和
り
、
ど
う
や
ら

仕
事
の
事
が
気
掛
り
な
日

曜
日
で
あ
っ
た
。

我
が
知
多
支
部
は
、
去

る
３
月
躯
日
伺
に
会
場
を

阿
久
比
町
に
移
し
、
昔
を

偲
び
徳
川
家
康
の
生
母
・

お
大
の
方
の
遺
品
が
奉
ら

れ
て
い
る
洞
雲
院
な
ど
が

あ
り
、
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
歴
史
上
の
足
跡
が
あ
る
。

開
会
は
定
刻
に
始
ま
り
、

司
会
で
あ
る
侭
江
利
夫
理

事
の
発
声
に
よ
り
幕
が
上

げ
ら
れ
、
青
木
支
部
長
の

歓
迎
と
日
頃
の
謝
意
、
挨

拶
／
尚
今
回
は
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
、
地
元
出
身

の
衆
議
員
議
員
の
久
野
統

一
郎
先
生
が
お
祝
い
に
と

駆
け
つ
け
て
の
辞
、
政
治

情
勢
の
中
で
難
色
を
示
し

総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
職
場

へ
と
散
っ
た
。

ご
健
闘
を
祈
る
。

沼
津

狽頃恥

化
に
併
せ
て
世
界
の
動
向

に
目
を
注
ぎ
、
企
業
の
繁

栄
に
と
理
念
を
抱
き
、
目

標
の
設
定
と
計
画
的
な
試

算
に
よ
り
公
私
混
同
を
な

く
し
、
板
金
業
の
問
題
点

と
そ
の
体
制
作
り
に
力
を

注
ぐ
な
ら
ば
素
晴
ら
し
い

主
と
な
る
の
で
は
、
い
や

最
強
の
手
腕
の
発
揮
出
来

る
経
営
者
に
な
る
の
は
夢

で
は
な
い
と
の
力
説
。

続
い
て
地
元
に
て
古
く

か
ら
我
々
の
組
合
の
為
に

お
力
添
え
を
頂
い
た
㈱
武

豊
屋
青
木
社
長
か
ら
も
お

祝
い
の
辞
を
頂
戴
し
一
同

感
無
量
の
思
い
で
し
た
。

尚
、
献
血
功
労
者
の
表

彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
該
当
者
が
一
人
。

何
か
淋
し
い
気
持
で
先
輩

諸
氏
が
永
年
か
か
っ
て
築

か
れ
た
立
派
な
業
績
を
絶

や
さ
な
い
事
を
念
願
し
、

多
く
の
組
合
員
の
温
か
い

愛
の
手
を
／
「
献
血
は
人

と
人
と
を
結
ぶ
愛
の
か
け

は
し
、
こ
れ
ら
の
運
動

支
部
だ
よ
り

平
成
３
年
度
知
多
支
部
総
会

盛
大
に
催
す

青木知多支部長挨拶

△
編
集
後
記
】

竜＝

て
い
る
佐
川
急
便
な
ど
の

諸
問
題
、
景
気
後
退
な
ど

の
動
向
に
就
い
て
語
ら
れ

た
。
議
事
進
行
に
伴
い
議
長

選
出
に
よ
り
、
一
括
審
議

が
上
程
さ
れ
事
業
報
告
・

会
計
報
告
と
会
計
監
査
の

報
告
が
な
さ
れ
、
満
場
一

致
に
よ
り
総
て
を
可
決
し

議
長
は
退
席
。

一
般
報
告
と
し
て
本
部

事
業
報
告
・
技
能
士
会
報

告
・
献
血
活
動
報
告
と
青

年
部
活
動
の
報
告
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
者
に
よ
っ
て
一

味
違
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

時
代
の
流
れ
が
激
し
く
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
経
済

の
変
遷
に
よ
り
基
盤
を
固

め
、
経
営
者
独
自
の
研
錨

に
力
を
注
が
な
く
て
は
と

痛
感
す
る
。

平
野
理
事
長
の
お
祝
い

の
辞
を
頂
き
感
銘
を
受
け

た
。
そ
れ
は
未
来
へ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
魅
力
的
な

板
金
業
を
構
築
す
る
に
は

と
題
し
て
、

◎
経
営
者
の
夢
は
今
こ
そ

力
を
発
揮
し
、
経
営
・
時

間
・
心
で
そ
の
座
を
示
す

時
、
そ
の
変
化
の
対
応
に

よ
り
楽
し
い
経
営
基
盤
を

築
き
、
楽
し
く
仕
事
を
す

る
こ
と
と
共
に
環
境
の
変

前
日
の
雨
も
上
が
り
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
（
仕
事

が
気
に
か
か
る
）
３
月
躯

日
、
組
合
員
四
名
（
都
合

に
よ
り
途
中
か
ら
肥
名
）

に
よ
る
恒
例
の
総
会
及
び

親
睦
を
兼
ね
た
旅
行
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

江
南
駅
を
８
時
妬
分
に

出
発
、
一
宮
イ
ン
タ
ー
よ

り
一
路
北
陸
に
向
け
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
進
め
て
行
き

車
中
今
井
②
支
部
長
の
挨

拶
・
ゲ
ー
ム
（
大
い
に
盛

り
上
が
る
）
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
楽
し
い
ム
ー
ド
の
中
、

北
陸
加
賀
お
菓
子
の
城
の

見
学
、
金
色
に
輝
く
像
高

氾
ｍ
の
慈
母
観
世
音
菩
薩

大
立
像
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
加

賀
の
郷
で
知
ら
れ
る
真
言

宗
大
本
山
加
賀
寺
）
に
迎

え
ら
れ
、
大
観
音
像
の
登

詣
・
商
売
繁
昌
・
開
運
厄

除
（
十
二
支
守
り
本
尊
）

等
の
祈
願
を
済
ま
せ
、
片

山
津
温
泉
ホ
テ
ル
向
陽
に

向
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
到
着
後
、
直
ち

に
総
会
に
入
り
、
事
業
報

告
・
会
計
報
告
・
そ
の
他

の
提
案
事
項
も
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
や
れ
、
無

を
す
る
事
に
よ
っ
て
自
分

自
身
の
日
常
の
健
康
管
理

に
も
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
の
事
。

試
し
て
は
／

さ
て
、
総
会
の
式
次
第
も

順
調
な
経
緯
に
進
み
、
司

会
者
よ
り
大
勢
の
来
賓
の

ご
出
席
を
頂
き
順
次
紹
介

を
し
、
商
社
・
メ
ー
カ
ー

の
新
製
品
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
大
い
に
好
評
を

迫
し
た
。
…
…
休
憩
の
後

待
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
が

催
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
に
は

色
と
り
ど
り
の
季
節
の
花

で
賑
い
、
心
を
癒
し
て
く

れ
て
い
る
。
美
し
い
。

扉
床
鮭
に
〃
江
南
支
部

事
総
会
を
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

又
、
大
相
撲
の
千
秋
楽

と
重
な
っ
た
た
め
各
自
各

部
屋
に
急
ぎ
帰
り
、
テ
レ

ビ
に
く
ぎ
ず
け
と
な
っ
て

い
た
。
（
浴
室
は
優
勝
の

決
ま
っ
た
５
時
釦
分
頃
に

は
超
満
員
で
あ
っ
た
と
か
）

６
時
か
ら
組
合
の
早
川

専
務
理
事
を
お
迎
え
し
、

滝
伸
次
氏
の
乾
杯
の
音
頭

に
よ
り
懇
親
会
に
入
っ
た
。

歌
や
踊
り
の
楽
し
い
一

時
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、

会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と

が
出
来
、
各
自
楽
し
い
一

夜
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

記
日
に
は
、
海
産
物
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ゆ
の
く
に

の
森
等
車
を
下
り
る
た
び

に
増
え
る
家
族
へ
の
土
産

の
山
。
楽
し
い
２
日
間
の

思
い
出
と
共
に
無
事
６
時

頃
江
南
に
到
着
し
、
皆
家

路
に
着
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
良
い
骨
休
み

に
な
り
ま
し
た
か
？

明
日
か
ら
ガ
ン
バ
ッ
テ

仕
事
に
励
ん
で
下
さ
い
。

江
南
石
川

″
北
陸
に
て
総
会
開
催
〃

食
欲
も
増
し
明
日
か
ら
の

活
力
が
み
な
ぎ
っ
た
様
な

雰
囲
気
、
希
望
に
満
ち
た

語
り
合
い
の
中
で
支
部
組

合
員
の
繁
栄
を
願
い
つ
つ

愛


